
　
町
中
心
部
か
ら
東
へ
約
２
㎞
。
神
室
山
か
ら
流
れ
く
る
金
山

川
の
右
岸
に
位
置
す
る
魚
清
水
地
区
。
そ
の
名
の
通
り
、
か
つ

て
地
区
は
湧
き
水
で
溢
れ
、
多
く
の
天
然
魚
が
生
息
し
て
い
た

こ
と
も
地
区
名
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
今
で
は
湧
き
水

は
な
く
、
あ
ま
り
魚
も
い
な
く
な
っ
た
。
で
も
、
地
区
名
に
は

誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
金
山
一
き
れ
い
な
名
前
だ
と
思
う
」
と

岸
健
一
副
区
長
は
話
し
、
口
元
を
ゆ
る
め
ま
す
。

　
現
在
、
17
世
帯
64
名
が
暮
ら
す
魚
清
水
。
地
区
は
金
山
川
を

隔
て
て
他
と
独
立
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地
域
性
が
絆
の
深
さ
や

団
結
力
を
強
め
た
、
と
住
民
の
皆
さ
ん
は
口
を
揃
え
ま
す
。
人

口
減
少
が
進
む
中
で
も
、
地
区
の
祭
り
は
絶
や
さ
ず
に
継
承
し

て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
６
月
の
三
社
祭
。
地
区
に
祀
っ
て
い
る

「
糠
塚
稲
荷
大
明
神
」「
喜
利
同
志
大
権
現
」「
魚
清
水
山
の
神

神
社
」
の
三
社
に
感
謝
を
捧
げ
、
祭
典
を
執
り
行
い
ま
す
。
９

月
の
秋
ま
つ
り
は
、
風
ま
つ
り
が
起
源
。
各
戸
か
ら
一
品
料
理

を
持
ち
寄
り
、
住
民
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
地
区
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
地
区
に
入
り
ほ
ど

な
く
し
て
小
高
く
そ
び
え
る
「
糠
塚
」
の
存
在
で
す
。
山
頂
の

糠
塚
稲
荷
は
今
か
ら
１
５
０
年
以
上
前
に
、
京
都
の
伏
見
稲
荷

か
ら
大
明
神
を
勧
請
し
た
も
の
。
そ
の
後
、
弁
護
士
で
あ
り
参

議
院
議
員
で
あ
っ
た
小
林
亦
治
氏
の
手
に
よ
っ
て
整
備
。
豊
作

を
願
い
、
今
な
お
大
切
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
さ
に
、
魚
清
水
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
郷
土
愛
の
標
で
あ

る
糠
塚
。
歌
碑
や
記
念
碑
な
ど
も
並
び
、
ふ
も
と
に
あ
る
地
区

公
民
館
に
は
住
民
が
集
ま
り
ま
す
。
そ
の
精
神
を
引
き
継
ぐ
よ

う
に
清
水
会
で
は
、
補
助
金
を
活
用
し
、
10
年
か
け
て
地
区
内

の
水
路
を
整
備
。
こ
れ
か
ら
も
、
糠
塚
と
そ
の
意
思
を
守
る
こ

と
で
、
魚
清
水
地
区
の
未
来
は
続
い
て
い
き
ま
す
。

▼
金
山
中
で
進
め

て
い
る
創
郷
学
習

「
金
山
学
」。
学
習

の
一
環
と
し
て
、

生
徒
が
ふ
る
さ
と
に
関
心
を
持
つ

手
助
け
に
な
る
よ
う
に
と
、
役
場

職
員
が
生
徒
の
疑
問
に
お
答
え
す

る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｐ

Ｒ
の
仕
方
に
関
す
る
質
問
に
は
私

も
広
報
の
立
場
で
回
答
。
そ
の
他

に
も
、
町
の
産
業
や
福
祉
、
観
光

に
関
す
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
の

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
町
を
良
く
す
る
た
め
の
企
画
を

提
案
す
る
こ
と
が
学
習
の
ゴ
ー
ル

と
の
こ
と
。
生
徒
た
ち
が
金
山
を

想
い
考
案
し
た
企
画
を
、
広
報
か

ね
や
ま
で
紹
介
で
き
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
う
ま
）

編
集

 

幸
記

いまこそ集落創生 第５回　魚清水地区

１_糠塚稲荷に向かう石段。木々に覆われた先の鳥居が幻想的　２_「昔はご神体を持って勧進をした」山の神神社で岸副
区長は懐かしそうに話した　３_地区の入口、県道沿いにある喜利同志大権現　４_糠塚稲荷大明神には３体のお稲荷様

１ ４３

２

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 5,588人 （６月末現在）
男　性　2,703 人（－１）
女　性　2,885 人（－１）
世帯数　1,768 世帯

▼６月の異動
　出生 2人
　死亡 7人
　転入 4人
　転出 1人
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